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Abstract Male germ-line chromosomes were examined and illustrated for eight satyrine species 
from Russia. 
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は じ め に 


ョ ヨー ロッ パ 産 の 蝶 の 染色 体 は , か な り の 数 に つい て 報告 され , 日 本 の 蝶 の 染色 体 研究 も 多く の 種 に つ 
いて 報告 され て いる . と ころ が 両 地域 の 間 、 中 央 アジ ア か ら 中 国 , 朝鮮 , 沿海 川 な ど に お ける 蝶 の 染色 
体調 査 は 中 国産 13 fE (Saitoh er al., 1981) 及び 沿海 州 産 7 種 の 報告 (阿部 . 1997) が ある だ け で ある . 


特に ヨー ロッ パ で は ベニ ヒ カ ゲ 属 (Erebia) で の 染色 体 研 究 が 進め られ , 雄 交 尾 益 の 形態 と 共に 染色 
体 ・ 核 型 が 種 の 分 類 に 有効 と きれ て いる (Higgins & Hargreaves, 1983). また ヨー ロッ パ 産 の Erebia 
ligea は n, 29 € (1) (Federley, 1938) と 報告 きれ て お り ., 日 本 産 の E. ligea rishirizana は 2n, 56; n, 28 
(Saitoh & Abe, 1997) で ある . 


Kirinia 属 で は ヨー ロッ パ 産 の 2 種 ,K. climene, K. roxelana は 共に ヵ 254 (Lesse, 1960, 1961) で あり , H 
KO K. fentoni は 2n, 46; n, 23 ? (斉藤 ほか , 1991) と 報告 され て いる . この よう に ヨー ロッ パ 産 と 日 本 
産 の 蝶 に お ける 同種 間 ま た は 同属 に お ける 染色 体 数 の 違い が , 両 地域 の 中 間 で ある 中 国 や 沿海 州 で 
は どの よう な 連続 と 不 連続 を な し て いる か 等 は 非常 に 興味 の ある こと で あり , 今後 の 調査 に 委ね ら 
れ て いる . 本 調査 は その 一 端 を 担う も の で あり , 今後 の 調査 へ の 足がかり と も な る も の と 考え る . 


本 調査 の 主たる 部 分 は 1993 年 7 月 26 日 -8 月 8 日 に 行わ れ た 南部 沿海 州 に お ける “Russian/Japanese 
Cooperation East Asian Entomological Program" の 一 環 と し て 行わ れ た も の で ある が , 今後 と も 著者 ら 
の 共同 研究 と し て これ を 引き 継い で 発展 させ た いと 願っ て いる . 


材料 と 方 法 


野外 で 採集 し た 成虫 か ら 精 巣 を 摘出 し , 1) PFA・3 液 で 固定 , 通常 の パラ フィ ン 切 片 法 に より 10 um の 
厚 さ で 連続 切片 を 作り , ハ イデ ン ハ イン 鉄 へ マト キシ リン 柴 色 (以降 パラ フィ ン 切 片 法 と 省略 ), 2) 室 
温 で 20 分 水 処理 後 、 カル ノア 液 (ERR 1: メタノール 3) で 30 分 な いし 1 時 間 固 定 . ス ライ ドグラ ス に 
DÈ, 50% 酢酸 を 数 滴 加 えて ピン セッ ト で つま むように し て 精巣 を 破砕 し , 細胞 浮遊 液状 に し て , さ 
ら に カル ノア 液 を 加え , スラ イド グラ ス 上 に 広げ . その まま 空気 中 で 乾燥 する . 6% ギ ム ザ 液 で 25 分 
染色 ( ギ ム ザ 染色 と 省略 する ) し て 観察 し た . 


実際 に 染色 体 が 観 窪 さ れ た 個体 の 採集 地 お よび 個体 数 を Table 1 に 示す . 
染色 体 の 観 窪 は ,. パラ フィ ン 切 片 法 で は 減数 第 1 (以降 IT と 省略 する ) 及び 第 2 分 像 I と 省略 ) に お け 
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Table 1. Materials, methods and chromosomes. 











. date and indiv. cell cell no.* : remarks, 
species locality io. method 2n no* " P457 testis color reference 
クロ ヒ カ ゲ モドキ 28. VIII. 1993 12 Section - - 29 5 - reddish n,29 斉藤 他 
Lethe marginalis maackii Brovnichi brown (1994) 
チョ ウ セ ンジ ャ ノ 26. VII. 1993 1?  Giemza 58 2 29 33 16  reddish G, S2. I, IL, S1 
Aphanthopus hyperanthus Vladivostok brown I, II, L5-6, S1 
7. VII. 1993 1ó  Giemza — — 29 53 7 reddish 
Lazuknyi brown 
クロ キマ ダラ モドキ 29. VII. 1993 13 Section ー — 19 3 2 reddish I, I, L5-6, S1 
Kirinia epimenides Buleromnyi brown 
3. VIII. 1993 14 Section ー - 19 - 2 reddish I, II, L5-6, S1 
Lozuvyi Range brown 
5. VIII. 1993 14 Section - — 19 9 7 reddish I, II, L5-6, S1 
Lozuvyi Range brown 
キマ ダラ モドキ 29. VII. 1993 1 み Section ー - 23 2 6  paleyellow LILLI,SI 
K. epaninondas Kazanka n, 234 (1, ID 
7. VIN. 1993 1 Section - - 23 16 9 Saitoh et al. 
Lozovnyi (1991) 
7. VII. 1993 13 Section - - 23 2 6 
Vladivostok 
ウラ ジャ ノ メ 26. VII. 1993 I? Giemza 48 1 24 6 3  paleyellow LILLAG,LS. 
Lopinga achine achinoides Vladivostok I, H, L4 
27. VII. 1993 13  Giemza 48 13 24 3 3 pale yellow 
Okeanskaya 
2. VIII. 1993 14  Giemza 48 5 24 188 149 pale yellow 
Oblachnaya 
シロ ジャ ノ メ の 1 種 3. VIII. 1993 I? Giemza 30 1 - - - G,L2 
Melanargia sp. Lozovyi 
28. VIII. 1993. 2? | Giemza 30 24 15 35 11 G, L2. I, ILLI 
Brovnichi 
フフ レッチャー ベニ ヒ カ ゲ 21. VI. 2001 1? Giemza 32 2 - - - palereddish G,L6 
Erebia fletcheri chajatensis Acta Magadan yellow 
1? Giemza 32 2 - - - 
34 3 - - - 
1? Giemza 32 2 - - 一 
34 4 - 一 - 
1? Giemza 32 2 16 6 - G, L6. L IL L3 
33 2 17 1 - 
オオ タカ ネ ヒ カゲ 10. VI. 2001 1? diemza 58 3 29 | 


Oeneis magna magadanica Paratka Magadan 

















*Numbers of cells observed. 


A AE n OO XLI, SP TR TRR OO 2328. (G と 省略 ) に よる 2n OX (25 £O, ORE 
体 に つい て , 柴 色 体 数 と 染色 体 の 大 小 に 注目 し て 観察 し た . 


し か し ギ ム ザ 染色 で は I の 染色 体 は 側面 観 に な る こと が 多く , パラ フィ ン 切 片 法 で は 切断 の 方 向 や 


示す こと は 難し い . また 柴 色 体 の 大 き さ は 細胞 分 裂 の 状況 に よっ て も 異な る こと が ある が , 一 般 的 に 
は ギ ム ザ 染色 で は 大 きく , パラ フィ ン 切 片 法 で は 小さ い . 


写真 の 拡大 率 を 一 定 に し て スケ ー ル で 示し た が , クロ キマ ダラ モドキ は あま り に 小さ い の で 拡大 率 
を 大 きく し て 示し た . 


染色 体 は 一 部 を 除き , 点 状 また は 球形 で , 形 の 上 で の 差 が な いこ と か ら 和 染色 体 の 大 きき に つい て の み 
記録 する し か 仕方 が な か っ た . 大 きく て 他 の 染色 体 と 区 別 で きる も の を し と し , その 数 を その 後に , 
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小型 の も の を S と し て その 数 を 後に 示し た . 


シロ ジャ ノ メ の 1 種 に つい て は シロ ジャ ノ メ Melanargia halimede と 思わ れる が モリ シロ ジャ ノ メ 47. 
epimede と 共に 42 個体 (前 種 が 39, 後 種 が 3 個体) を 処理 し た 際 一 部 両 種 を 混同 し て し まっ た . あっ て 
は な ら な い 実 験 上 の ミス で ある . 内 3 個体 で 観 窪 され た 結果 で ある . 学名 は Takahashi er al. (1996) に 
従っ た. 


観察 結果 


観察 され た 染色 体 は 点 状 あ る い は 球状 . また は 椿 円 形 で ある が , ウラ ジャ ノ メ と シロ ジャ ノ メ の 一 種 
の 精 原 細胞 に お ける 2 ヵ の 染色 体 の うち 大 型 の も の に は , 短 棒 状 ま た は 長 椿 円 形 に 近い も の も ある . 
ギ ム ザ 上 染色 の に お ける 中 期 染色 体 は 相同 染色 体 の 対 合 が 少し 離れ , 2 個 並 ん で 見 える こと が あり , 
大 き さ の 比較 が 難し い . 


I. クロ ヒ カ ゲ モドキ Lethe marginalis maackii (Bremer) 


パラ フィ ン 切 片 法 に より 1 だ けが 観察 され ヵ 29 で ある . 構成 する 各 染 色 体 の 大 き さ に は 際立っ た 差 
は な い (Fig. 1). 


2. チ ョ ウ セ ンジ ャ ノ メ Aphanthopus hyperanthus (Linnaeus) 


634982 273 CERES C & 7c. ギ ム ザ 染色 に よる G の 染色 体 (Fig. 2a) は 2n, 58 で , 小型 の 2 個 (矢印 ) 
が 区 別 き れる が , 他 は 大 き さ の 差 が 連続 的 で ある .I (Fig. 2b) lE n, 29 で ,G に お ける 小型 2 個 の 対 合 に 
あたる 小型 染色 体 1 個 (矢印 ) を 含む 点 状 染 色 体 か ら な る . IL は 側面 観 し か な か っ た の で 写真 で は 示 
すこ と が 出来 な か っ た が , 小型 の 1 個 は 区 別 で きた . 


3. ク ロキ マダ ラ モ ド キ Kirinia epimenides (Me6netries) 


パラ フィ ン 切 片 法 に よる .I, IDE S dt. (Figs 3a, 3b) いずれ も ヵ , 19 で , 大 型 5-6 個 (L5-6), 小型 1 個 
(S1) が 区 別 さ れる (阿部 , 1997). 染色 体 が 特に 小さ か っ た の で さら に 拡大 し た 写真 (下線 が スケ ー ル ) 
を 示す . 


4. Xv 4 7€ FF K. epaminondas (Butler) 
パラ フィ ン 切 片 法 に より I(Fig. 4a), II (Fig. 4b) が 観察 され , ヵ 23, LI, SY が 区 別 き れる (阿部 , 1997). 
5. ウラ ジャ ノ メ DLopinga achine achinoides (Butler) 


ギ ム ザ 染色 に よる G の 2n の 染色 体 (Fig. Sa) は , 2n, 48 C, L8, S2 が 区 別 出 来る . L8 の うち 2 個 は 目 立 
っ て 大 きく , 続く 6 個 も 短 棒状 で 他 と 区 別 で きる . 


I (Fig. 5b), II (Fig. 5c) は n, 24, LA, SIC, 共に 特に 大 きい 1 個 * 印 ) は 区 別 し ゃ すい が 残る 大 型 3 個 ( 矢 
印 ) は 大 き さ が 連続 的 で ある . 


6. シ ロジ ャ ノノ メ の 1 種 Melanargia sp. 


Melanargia halimede と M. epimede の 実験 中 材料 が 一 部 混同 され た . 核 型 が 特異 だ っ た の で シロ ジャ 
ノ メ の 1 種 と し て 報 吾 し , 今後 の 再 調査 を 期待 する . 


ギ ム ザ 朱色 に よる G の 染色 体 (Fig. 6a) は 2n, 30 T, 短 棒状 の 大 型 2 個 が 区 別 き され る . I 及び I (Fig 6b, 
6c) は 共に ヵ , 15 で , L1 を 含む . 


7. フ レッ チャ ー ベ ニ ヒ カ ゲ Erebia fletcheri chajatensis (Dubatoloy) 


ギ ム ザ 染色 に よる G の 2 ヵ z の 染色 体 は , L6 を 含み 他 は 連続 的 に 大 きき る の 異な る 中 , 小型 の 染色 体 か ら 
成る . 2n, 32 (Fig. 7a), 2n, 33 (Fig. 7b), 2n, 34 (Fig. 7c) 00 3 型 が 観察 され た . 2n, 32 は 観察 きれ た 4 個体 全 
て に 見 られ , 2n, 32, 33 は 2 の で, 32 と 34 は 1 で 観察 され , モザ イク 状 に 混じっ て いる .I で も L3 を 合 
A, n, 16 (Fig. 7d), n, 17 (Fig. 7e) の 2 型 が 見 られ た . II は 全て 側面 観 で , 染色 体 数 の 確認 きえ 出来 な か 
っ た . 2n, 33 の 1 で は ヵ 16 と 不 対 の 1 個 が 含ま れ て ヵ 16 に な る と 考え られ る が , 2n, 33 中 の 不 対 に な 
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Figs 1-5. Chromosomes of some satyrine species. 1. Lethe marginalis I. n, 29. 2. Aphanthopus 
hyoeranthus (a: G 2n, 58; b: I n, 29. Arrows show small chromosomes). 3. Kirinia epi- 
menides (a: I. n, 19; b: II. n, 19). 4. K. epaminondas (a: I. n, 23; b: II. n, 23). 5. Lopinga 
achine (a: G. 2n, 48; b: I. n, 24; c: II. n, 24). 


る 1 個 は 区 別 で きず , 1 で も ヵ 17 の うち 不 対 の 1 個 は 区 別 で き な か っ た . 
8. オ オタ カネ ヒ カ ゲ 0Oezes magna magadanica (Kurentzoy) 


G ix 2n, 58 C, 4-6 個 の 少し 小型 の 染色 体 が 認め られ る が 著しく 小型 で は な い . 他 の 染色 体 も 大 きき 
が 良く 似 て いる . 紫色 に むら が あり , 染色 体 数 が 確認 し や ゃ や すい も の (Fig. 8a) と 異物 ば 印 . 肉 有限 で は 色 
調 で 明解 に 区 別 で きる ) を 含む が 染色 体 の 形態 が 鮮明 な も の (Fig. 8b) を 示し た .L, ヵ 29 (Fig. 8c). と 同 
スケ ッ チ (Fig. 8d) を 示す . 分 像 細胞 は 8 細胞 が 観察 され た が , 染色 体 数 を 確実 に 示す こと が 出来 る の 
は 写真 で 示し た この 細胞 だ け で ある .I に は 少し だ け 小 さい 染色 体 が 3 個 (矢印 ) 認め られ る . 


以上 の 結果 を Table 1 に まとめ た . 各 観 宗 細 胞 数 及び マー カー と な る し また は S の 数 も 示し た . 参考 と 
し て 精巣 の 色彩 に つい て も 調べ た 種 に つい て 示し た . 


一 般 に ジャ ノ メ チ ョ ウ 亜 科 で は 成虫 を 用 いた 場合 , 染色 体 を 観 窒 する の は 難し い . チョ ウ セ ンジ ャ ノ 
メ 63 ダ ,. ウ ラジ ャ ノ メ 57?, シロ ジャ ノ メ の 1 種 42 の も の 処理 で それ ぞ れ 2 プ , 4 プ , 3 の で 委 色 体 観察 が 
出来 た . 反面 , クロ ヒ カ ゲ モドキ , フレ チャ ー ベ ニ ヒ カ ゲ で は 実験 に 用 いた 全て の 個体 で 染色 体 が 観 
察 さ れ た . 
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Figs 6-8. Chromosomes of some satyrine species. 6. Melanargia sp. (a: G. 2n, 30; b: I. n, 15; c: I. 
n, 15). 7. Erebia fletcheri chajatensis (a: G. n, 32; b: G. n, 33; c: G. n, 34; d: I. n, 16; e: I. 
n, 17). 8. Oneis magna magadaica (a: G. 2n, 58; b: G. 2n, 58; c: I. n, 29; d: same sketch). 


考察 


Lethe 属 の 染色 体 に つい て は 今 ま で に 5 種 に つい て 報告 され , 全て ヵ 29 (Maeki, 1953a, b; Maeki and 
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Abe, 1964; 斉藤 他 , 1994) で あり , クロ ヒ カ ゲ モドキ L. marginalis marginails (Xx n, 29 (斉藤 他 , 1994) で 
本 報告 と 一 致す る . ヵ 29 は 今 の と ころ 7ez ヵ e 属 を 特徴 付け る 柴 色 体 数 と いう こと が で きる . 


Kirinia 属 2 種 に つい て は , 著しく 染色 体 数 を 減じ て いる 例 と し て 著者 が 既に 報告 し て いる (阿部 , 
1997). また K. climene, K. roxelana は 共に ヵ 25 ? (Lesse, 1960, 1961) 及び K. fentoni 2n, 46; n, 23 (斉藤 
他 , 1991) の 報告 が ある . K. fentoni は 現在 K. epiminondas と 同種 と され る . 斉藤 他 に よる キマ ダラ モ ド 
キ の 柴 色 体 数 は 2 ヵ , 46; n, 23 T, 2n, 46 に は 狭 容 様 部 を 持つ 大 型 の 1 対 が 含 まれ る と 指摘 きれ て いる . 
n, 23 は 本 報告 の 結果 と 一 致し ,2z に お ける 大 型 の 1 対 は ヵ 23 に お ける 大 型 1 個 と 一 致す る が , 本 報告 
に お ける 小型 1 個 の 存在 に つい て は 言及 され て いな い . し か し 斉藤 他 に よる 付図 か ら は 本 報告 同様 
小型 1 個 を 認め る こと が 出来 , K.fentoni と K. epiminondas が 同種 で ある こと を 支持 する 結果 と な っ た . 


クロ キマ ダラ モドキ n ぇ ヵ ,19 は Kirinia 属 で 一 番 少 な い 染 色 体 数 で あり, KA 5-6 と 小型 1 を 含む . 小型 を 
1 含む こと で は キマ ダラ モドキ と 共通 する 特徴 で ある . 染色 体 数 が 減少 する 核 型 の 変化 と し て 前 木 
(1961) は Apatura metis (原著 で は 4. ilia) n, 31; Histina japonica n, 30, L1; Sasakia charonda n, 29, L1 に 
つい て , 大 型 の 染色 体 は Federley (1938) が 多く の 種 に つい て 述べ て いる ご と く ., 2 個 の 染色 体 の 合 着 
に よっ て 形成 され た も の と 考察 し て いる . 反面 4rgynnis の 各種 に つい て ., SENSO UG HOHER TUR n, 
31 と 仮定 し 染色体 融 合 に より 大 型 染色 体 が 生じ 柴 色 体 数 が 減る と 説明 し 得 な い 場 合 が ある こと を 言 
及 し て いる . 


キマ ダラ モドキ ヵ 23, 大 型 1, クロ キマ ダラ モドキ ァ ヵ 19, 大 型 5-6 は , 染色 体 融合 に よる 説明 が 可能 な 
例 と 考え を られる. キマ ダラ モドキ に お ける 大 型 1 個 が 小型 2 個 の 融合 に よっ て 生じ た と すれ ば も と の 
染色 体 数 は ヵ 24, クロ キマ ダラ モドキ の 大 型 -6 が それ ぞ れ 2 個 の 合 着 に より 生じ た と すれ ば 19 プ 
ラス 5-6 D 24-25 と な り , ヨー ロッ パ 産 の 2 種 の ヵ 25 と の 関連 が 浮 び 上 が っ て 来る と 同時 に Kirinia 
属 は ヵ 25 を 同 祖 と する 可能 性 を 示す . 


一 方 昆 虫 類 こと に 蝶 類 の よう に 多く は 1 年 間 に 1 世 代 を 終わ る 生物 は , 短期 間 の 環境 変化 に 適応 する 
多様 性 を 遺伝 子 組 み 合わ せ の 上 で も 残し て いる は ず で ある . 環境 に 適応 し て 紫色 体 数 を 減ら す 一 方 , 
環境 の 変化 に 応じ 遺伝 子 の 組み 合わ せ を 増やす た め 柴 色 体 を 開裂 し 染色 体 数 を 増加 させ て いる と 考 
えら れる 例 (Wagimo signatus n, 21, L2 2^ Ò n, 22, L1: 阿部 他 , 2004) も 報告 され て いる . 


今 の 所 , Kirinia 属 の 染色 体 減少 は 融合 に よる と の 立場 か ら 考 察し た . それ は 


ジャ ノ メ チ ョ ウ 亜 科 の 最 頻 染色 体 数 は ヵ 29 で ある こと 
同属 に 染色 体 数 が 多い ヵ 25 の も の が 2 種 あ り , 種類 数 が 多い こと 
ヵ 23 の キマ ダラ モドキ に 較べ ヵ 19 の クロ キマ ダラ モドキ の 方 が 分 布 が 狭い こと 


等 か ら , より 朱 色 体 数 が 少な いも の が 原型 か ら 遠 いと 考え を たから で ある . 


ウラ ジャ ノ メ 2z 48, L8; n, 24, L4 に つい て は , 近似 種 で 染色 体 に 関す る 報告 は な い . また ジャ ノ メ チ 
ョ ウ 亜 科 で ヵ 24 の 種 は 3 種 が 知ら れ て いる が , 1 種 は ベニ ヒ カ ゲ 属 で あり , 他 の 2 種 は 後に 述べ る シ 
ロジ ャ ノ メ 属 で ある . ウラ ジャ ノ メ ヵ , 24 の 特に 大 きい 1 個 ま た は この 1 個 を 含む 大 型 4 が 集合 楽 色 
体 で ある と する な ら ば , 原型 は 24+1 また は 24+4 に な り , n, 25 また は ヵ 28 か ら の 核 型 進化 と 考え る 
こと が 出来 , 近 縁 種 の 染色 体調 査 が 望ま れる と ころ で ある . 


シロ ジャ ノ メ 属 で は Melanargia galathea, M. lashesis n, 24 (Lorkovic, 1941); M. russiae n, 24-26 (Lesse, 
1960); M. psyche n, 20; M. inis n, 30 (Lesse, 1970) M. titea n, 23 (Larsen, 1975) の 報告 が ある . Melanargia 
sp. は 実験 上 の ミス で 種 名 は 特定 で き な い の で , 報告 か ら 除 外す べき で ある が , 今 ま で 報告 され て い 
る 6 種 と 大 きく 離れ た 柴 色 体 数 で ある の で 記録 し て お く こ と に し た . 2n 30, L2, S2: n, 15, L1, S1 は こ 
の 属 で は は じ め て の 染色 体 数 で ある . 


ヵ rn に お ける 小型 染色 体 1 個 の 存在 は + マダ ラ モ ド キ 属 , ウラ ジャ ノ メ に も 一 致す る 特徴 で ある が , 系 
統 と どう 関わ る か は 不明 で ある . 2xn に お ける 大 型 短 棒 状 の 染色 体 に つい て は 今 の 所 合 着 し て 大 型 染 
色 体 が 生じ , 染色 体 数 が 減る と する Federley (1938) の 指摘 を あげ る に と ど め る . 


ベニ ヒ カ ゲ 属 の 染色 体 は 33 種 に つい て 報告 され て お り , n, 8, 10, 11, 12, 14, 15, 17, 19, 21, 22, 23, 24, 
25, 28, 29, 40, 51 の 染色 体 数 が 観察 きれ て いる . フレッチャー ベニ ヒ カ ゲ は 2 ヵ , 32, 33, 34; n, 16, 17 で 
ある が , ヵ 16 は ベニ ヒ カ ゲ 属 で は じ め て の 人 柴 色 体 数 で ある . ベニ ヒ カ ゲ 属 に お ける 柴 色 体 数 の 多様 性 
を さら に 広げ た 結果 と な っ た . し か し 調査 個体 数 , 観察 細胞 数 も 少な く , 多 型 の 原因 と な る 染色 体 も 
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特定 で き な か っ た -. 今後 の 再 調査 が 望ま れる . 


タカ ネ ヒ カゲ 属 は Oezezs jutta n, 32 | I, Federley (1938); O. lucilla n, 29 4 T; O. norna (原著 で は 0. 
asamana) n, 29 4 T; O. merissa (原著 で は O. daisetuzana), n, 29, Maeki and Remington (1960); O. melissa 
daisetuzana n, 29 斉藤 ほか (1981) の 報告 が ある . タカ ネ ヒ カゲ 属 の うち 3 種 が ヵ , 29 で あり , 本 調査 と 
同じ で ある . Maeki and Remington の 報告 に は 核 型 に 関す る 記載 は まっ た く な い が , 斉藤 ほか で は 点 状 
で 特に マー カー と され る 染色 体 を 含ま な いと 述べ て いる . し か し 付図 で は 少し 小型 の 染色 体 を いく 
つか 確認 で き , 本 調査 と 同じ 傾向 を 示す も の と し て 注目 され る . 


タカ ネ ヒ カゲ 属 の 数 種 に つい て 成虫 の 精巣 を 材料 に 染色 体調 査 を し た こと が あっ た が , 精子 形成 が 
終わ っ て いる こと が 多かっ た -. 今回 の 調査 で も 柴 色 体 観察 は 出来 た が , 観察 細胞 数 も 少な く 人 染色 体 は 
鮮明 な も の で は な か っ た . 染色 体 観察 が 困難 な グル ー プ な の で , 不備 な 結果 で は ある が 記録 する . 
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Summary 


Male germ-line chromosomes were examined in eight satyrines from Russia. The chromosome numbers were 
as follows. Lethe marginalis maackii n, 31, Aphanthops hyperanthus 2n, 58; n, 29, Kirinia epimenides n, 19, 
K. epaminondas n, 23, Lopinga achine achinoides 2n, 48; n, 24, Melanargia sp. 2n, 30; n, 15, Erebia fletcheri 
chajatensis 2n, 32, 33, 34; n, 16, 17, Oeneis magna magadanica 2n, 58; n, 29. 
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